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 閲覧年月日

平成23年　
　８月17日

利用目的の概要

平成23年度茨城県政世論
調査の対象者抽出　　　

閲覧に係る　
選挙人の範囲

第11投票区
13件

閲覧申出者の氏名

東京都荒川区西日暮里 2‐40‐10　 

主たる事務所の所在地（法人の場合）

株式会社サーベイリサーチセンター
代表取締役　藤澤　士朗　　　　　１

2

　平成23年度の請求件数は６件でした。請求件数と請求者の区分別人数の内訳は表のとおりです。

〈利用方法〉
　●情報公開の請求や個人情報の開示・訂正の請求をする場合は、総務課（コミュニティセンター城里２階）
　　で配布する各請求書に必要事項を記入し提出してください。
　●町は原則15日以内に開示（公開）か非開示かを決定し文書で通知します。
　●閲覧費用は無料ですが、コピーを必要とする場合は実費（白黒Ａ４版は１枚につき10円、カラーＡ４
　　版は１枚につき75円）がかかります。
　●町が保有する情報は公開することが原則ですが、個人のプライバシーが侵害されたり、公共の利益が
　　損なわれたりする場合には非開示となります。

問合せ　城里町選挙管理委員会　　029‐288‐3111（内線222）

　平成23年度の個人情報保護条例に基づく開示請求はありませんでした。

　平成23年度の選挙人名簿抄本の閲覧状況について、公職選挙法第28条の４第７項及び公職選挙法施行規

則第３条の４の規定により、次のとおり公表します。

　なお、在外選挙人名簿抄本については、閲覧はありませんでした。

問合せ　総務課　　029‐288‐3111（内線224）

（１） 町内に住所を有する者

（２） 町内に事務所又は事業所を有する個人及び法人その他の団体

（３） 町内に存する事務所又は事業所に勤務する者

（４） 町内に存する学校に在学する者

（５） 実施機関が行う事務事業に利害関係を有する者

実 施 機 関

受 付 件 数

取 下 げ 件 数

町長部局
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全 部 開 示

部 分 開 示

非 開 示

文 書 不 存 在

決
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（
平
成
23
年
度
茨
城
県
下
水
道
促
進
週
間

　
　
　
　 

コ
ン
ク
ー
ル
　
知
事
賞
特
選
）

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
と
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
で
出
さ
れ
る
汚
水
は
、
下
水
管

を
通
し
て
下
水
処
理
場
に
集
め
ら
れ
、
き

れ
い
な
水
に
浄
化
さ
れ
ま
す
。
生
活
環
境

向
上
の
た
め
、
ま
た
、
水
環
境
を
保
持
し

て
い
く
た
め
に
９
月
10
日
を
「
下
水
道
の

日
」
と
定
め
、
下
水
道
の
普
及
を
促
進
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
下
水
道
の
利
用
が
可
能
に

な
っ
た
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
整
備

後
３
年
以
内
に
公
共
下
水
道
へ
接
続
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ

接
続
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早
め
に

接
続
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
接
続
工
事
に
つ
い
て
は
、
町
指
定
の
排

　
水
設
備
指
定
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ

　
い
。

問
合
せ
　
下
水
道
課

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
７
３
７
７



　
介
護
保
険
は
、現
役
世
代（
40
歳
以
上

の
方
）の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、高
齢
者

の
方
自
身
に
も
保
険
料
を
負
担
し
て
い

た
だ
き
、
利
用
者
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
制
度
で
す
。

■
介
護
保
険
料
を
滞
納
す
る
と
…

　
災
害
等
の
特
別
な
事
情
が
な
い
の
に

保
険
料
を
滞
納
す
る
と
、
地
方
税
法
に

定
め
る
滞
納
処
分
の
ほ
か
に
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
、
滞
納
期
間
に
応

じ
て
次
の
よ
う
に
給
付
が
制
限
さ
れ
ま

す
。

○
滞
納
期
間
が
１
年
以
上

　
通
常
自
己
負
担
１
割
の
と
こ
ろ
、
い

っ
た
ん
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
全
額
を

自
己
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
後
日
保
険
課
に
申
請
す
る

と
、
保
険
給
付
分
９
割
の
払
い
戻
し
を

受
け
ら
れ
ま
す
。

○
滞
納
期
間
が
１
年
６
か
月
以
上

　
保
険
給
付
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
一

時
支
払
わ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
差
し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付

分
は
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
に
あ
て
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
滞
納
期
間
が
２
年
以
上

　
通
常
自
己
負
担
１
割
の
と
こ
ろ
、
滞

納
し
て
い
る
期
間
に
応
じ
て
、
３
割
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
額
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
の
支
給
も
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
介
護
保
険
料
を
遡
っ
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
認
知
症
は「
病
気
」で
す

　
認
知
症
と
は
、
脳
に
何
ら
か
の
原
因

で
障
害
が
起
き
、
脳
の
機
能
が
低
下
す

る
こ
と
で
、「
物
忘
れ
」や「
判
断
能
力
低

下
」な
ど
、日
常
生
活
が
う
ま
く
行
え
な

く
な
る「
脳
の
病
気
」で
す
。

〜
認
知
症
の
主
な
症
状
〜

記
憶
障
害
…
最
近
の
こ
と
を
忘
れ
て
し

　
ま
う
。
同
じ
質
問
を
繰
り
返
す
。

見
当
識
障
害
…
今
が
い
つ
な
の
か
、
こ

　
こ
が
ど
こ
な
の
か
分
か
ら
な
く
な
る
。

判
断
力
の
低
下
…
真
夏
で
も
セ
ー
タ
ー

　
を
着
る
。
真
冬
で
も
薄
着
で
外
出
す

　
る
。

■
お
気
づ
き
で
す
か
？
ち
ょ
っ
と
し
た

　
変
化
〜
認
知
症
を
知
ら
せ
る
信
号
〜

　
次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
、

主
治
医
や
専
門
医
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
っ
た
り
、
聞

　
い
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

●
物
の
名
前
が
出
て
こ
な
く
な
っ
た
。

●
置
き
忘
れ
や
し
ま
い
忘
れ
が
目
立
つ

　
よ
う
に
な
っ
た
。

●
以
前
は
あ
っ
た
興
味
や
関
心
が
な
く

　
な
っ
た
。

●
水
道
蛇
口
の
閉
め
忘
れ
、
ガ
ス
の
火

　
の
消
し
忘
れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

　
た
。

●
財
布
や
お
金
、
物
な
ど
を
「
盗
ま
れ

　
た
」
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
高

齢
者
虐
待
を
し
て
い
る
人
の
半
数
以
上

が
、「
高
齢
者
虐
待
を
し
て
い
る
」と
い

う
自
覚
な
し
に
、
虐
待
に
あ
た
る
行
為

を
し
て
い
ま
し
た
。
あ
な
た
も
気
づ
か

ず
に
不
適
切
な
対
応
を
し
て
い
ま
せ
ん

か
？

　
気
が
か
り
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

城
里
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保

険
課
内
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
言
っ
た
よ
う
に
で
き
な
い
の
で
、
つ

　
い
手
が
出
た
り
ど
な
っ
た
り
す
る
。

●
善
悪
を
わ
か
っ
て
も
ら
う
た
め
、
叩

　
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

●
高
齢
者
が
話
し
か
け
て
も
、
無
視
し

　
て
し
ま
う
。

●
介
護
や
世
話
が
大
変
な
の
で
、
面
倒

　
を
み
な
い
。

●
認
知
症
や
寝
た
き
り
の
高
齢
者
が
い

　
る
が
、
世
間
体
が
悪
い
の
で
、
本
人

　
を
訪
ね
て
く
る
人
が
い
て
も
、
会
わ

　
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。

●
経
済
的
に
苦
し
い
の
で
、
病
院
や
介

　
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
利
用
を
制
限
し
て

　
い
る
。

問
合
せ
　
保
険
課
　

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

　
　
　
　
　（
内
線
３
７
２
、
３
７
３
）

3

保
険
料
の
期
限
内
納
付
に

　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

保
険
料
の
期
限
内
納
付
に

　
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

◇
介
護
保
険
料
は
２
年
以
上
滞
納
す

　
る
と
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と

　
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

　
意
く
だ
さ
い
。

◇
介
護
保
険
料
の
納
付（
現
金
納
付
の

　
方
の
み
）は
、納
め
忘
れ
が
な
い
口

　
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

９
月
は「
茨
城
県
認
知
症
を

　
　
　
　
　 

知
る
月
間
」で
す

９
月
は「
茨
城
県
認
知
症
を

　
　
　
　
　 

知
る
月
間
」で
す

全
国
で
年
間
１
万
件
以
上
も
の

　
高
齢
者
虐
待
が
起
き
て
い
ま
す

全
国
で
年
間
１
万
件
以
上
も
の

　
高
齢
者
虐
待
が
起
き
て
い
ま
す
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町
内
の
小
学
校
６
年
生
を
対
象

に
、「
城
里
町
ふ
れ
あ
い
の
船
」事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
北
海
道
の
雄
大
な
自
然
の
中
で

の
活
動
や
船
で
の
集
団
活
動
を
経

験
し
、
通
常
の
学
校
生
活
で
は
得

ら
れ
な
い
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や

互
い
の
心
の
ふ
れ
あ
い
を
と
お
し

て
、
心
身
と
も
に
調
和
の
あ
る
人

間
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
事
業
で
す
。

　
７
回
目
と
な
る
今
年
は
合
計
１

７
０
人
が
４
泊
５
日
の
船
の
旅
に

参
加
し
ま
し
た
。

[

午
後
３
時] 

常
北
公
民
館
で
出
発
式

　
出
発
式
で
は
、
Ａ
班
は
加
藤
百

華
さ
ん（
常
北
小
学
校
）が
、
Ｂ
班

で
は
山
崎
瑚
さ
ん（
桂
小
学
校
）が

参
加
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。
家
族
に
見
送
ら
れ
る
な

か
元
気
に
城
里
町
を
出
発
し
ま
し

た
。

[

午
後
５
時] 

大
洗
港
着
・
乗
船
・
夕
食

　
出
港
前
に
荷
物
の
整
理
を
し
、

船
中
で
最
初
の
食
事
を
と
り
ま
し

た
。

[

午
後
６
時
30
分] 

大
洗
港
出
港

　
い
よ
い
よ
北
海
道
に
向
け
て
出

港
で
す
。
フ
ェ
リ
ー
の
デ
ッ
キ
か

ら
離
岸
の
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

[

午
前
６
時] 

起
床

　
東
北
沖
に
て
、
東
日
本
大
震
災

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
献
花
を

行
い
ま
し
た
。

[

午
前
９
時] 

ハ
ガ
キ
作
成
、
操
舵

　
室
見
学

　
朝
食
の
後
、
部
屋
に
戻
り
、
家

族
あ
て
の
ハ
ガ
キ
を
書
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
操
舵
室
を
見
学
し
、

船
長
か
ら
船
の
し
く
み
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

[

午
前
10
時
15
分] 

ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ム

　
リ
ー
ダ
ー
の
高
校
生
た
ち
と
一

緒
に
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

[

午
後
１
時
30
分] 

苫
小
牧
港
到
着

　
下
船
後
、
バ
ス
に
乗
車
し
、
一

路
洞
爺
湖
へ
向
か
い
ま
し
た
。

[

午
後
３
時
30
分] 

有
珠
山
到
着

　
火
山
科
学
館
で
有
珠
山
噴
火
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

Ａ  班

７
月
24
日（
火
）〜
28
日（
土
）

石
塚
小
学
校
、
常
北
小
学
校

Ｂ  班

７
月
31
日（
火
）〜

　
　
　
　
　
８
月
４
日（
土
）

桂
小
学
校
、
沢
山
小
学
校

七
会
小
学
校
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有
珠
山
火
口
を
散
策
。
噴
煙
が

立
ち
込
め
る
火
口
で
自
然
の
驚
異

を
体
感
し
ま
し
た
。

[

午
後
５
時
30
分] 

洞
爺
湖
万
世
閣

　
ホ
テ
ル
レ
イ
ク
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
着

　
ホ
テ
ル
で
は
、
お
い
し
い
夕
食

を
食
べ
、大
き
な
お
風
呂
に
入
浴
。

そ
の
後
、
洞
爺
湖
畔
に
て
花
火
を

楽
し
み
ま
し
た
。

[

午
前
６
時] 

起
床
・
レ
ス
ト
ラ
ン

　
で
バ
イ
キ
ン
グ
朝
食

[

午
前
10
時] 

尻
別
川
ラ
フ
テ
ィ
ン

　
グ（
川
く
だ
り
）

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
ラ
フ
テ
ィ

ン
グ
。
ボ
ー
ト
に
乗
り
、
仲
間
た

ち
と
力
を
合
わ
せ
て
パ
ド
ル
を
こ

ぎ
な
が

ら
、
ゴ

ー
ル
を

目
指
し

ま
し
た
。

[

午
後
３
時] 

小
樽
市
内
散
策

　
小
樽
総
合
博
物
館
で
小
樽
の
歴

史
を
勉
強
し
た
後
、
小
樽
運
河
を

散
策
。

[

午
後
６
時] 

札
幌
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

　
ル
で
夕
食

　
北
海
道
の
特
産
品
を
使
っ
た
料

理
を
堪
能
し
ま
し
た
。

[

午
後
７
時
15
分] 

札
幌
エ
ク
セ
ル

　
ホ
テ
ル
東
急
着

　
花
と
み
ど
り
い
っ
ぱ
い
の
中
島

公
園
を
望
む
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。
ゆ

っ
く
り
ベ
ッ
ド
で
疲
れ
を
い
や
し

ま
し
た
。

[

午
前
６
時] 

起
床

　
バ
イ
キ
ン
グ
会
場
で
朝
食

[

午
前
10
時] 

旭
山
動
物
園
到
着

　
み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

旭
山
動
物
園
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
を

中
心
に
班
別
行
動
。
ホ
ッ
キ
ョ
ク

グ
マ
や
オ
オ
カ
ミ
な
ど
、
動
物
の

生
態
を
学
習
し
ま
し
た
。

[

午
後
４
時
30
分] 

苫
小
牧
港
着
・

　
乗
船

　
い
よ
い
よ
帰
り
の
船
。
荷
物
の

整
理
を
し
、
食
事
を
し
ま
し
た
。

[

午
後
６
時
45
分] 

苫
小
牧
港
出
港

　
北
海
道
と
の
別
れ
を
惜
し
み
つ

つ
、
デ
ッ
キ
か
ら
船
が
離
岸
す
る

風
景
を
眺
め
ま
し
た
。

[

午
前
６
時] 

起
床

　
レ
ス
ト
ラ
ン
で
朝
食

[

午
前
９
時
30
分] 

感
想
文
作
成

　
船
内
で
ふ
れ
あ
い
の
船
体
験
活

動
に
つ
い
て
感
想
文
を
書
き
ま
し

た
。

[

午
前
11
時
40
分] 

解
散
式

　
船
内
で
解
散
式
を
行
い
、
研
修

の
ま
と
め
と
し
ま
し
た
。
参
加
者

代
表
の
あ
い
さ
つ
は
、
Ａ
班
は
前

田
菜
緒
さ
ん（
石
塚
小
学
校
）が
、

Ｂ
班
は
石
川
し
お
り
さ
ん
（
七
会

小
学
校
）が
行
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
子
ど
も
た
ち
か
ら
リ
ー

ダ
ー
の
高
校
生
に
対
し
て
感
謝
の

こ
と
ば
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

[

午
後
２
時
15
分] 

大
洗
港
着

[

午
後
３
時
30
分] 

常
北
公
民
館
到

　
着
・
解
散

　
ふ
れ
あ
い
の
船
事
業
を
と
お
し

て
、
知
ら
な
い
も
の
同
士
が
互
い

に
ふ
れ
あ
い
、
集
団
生
活
に
お
け

る
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
等
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

引
率
者
の
高
校
生
の
成
長
も
日
に

日
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
、
非

常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
間
に
は
、
５
日

間
の
団
体
生
活
で
お
互
い
に
助
け

合
い
、
認
め
合
い
、
感
謝
し
合
う

と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
、
解
散

式
で
は
そ
れ
が
深
い
感
動
と
な
っ

て
表
れ
ま
し
た
。
５
日
間
と
い
う

短
い
期
間
で
一
人
ひ
と
り
が
成
長

を
得
ら
れ
、
す
ば
ら
し
い
船
の
旅

と
な
り
ま
し
た
。



広　告

　
ま
ち
の
中
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
提
供
し
て
く
れ
る
「
屋
外
広
告

物
」
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
屋
外
広
告
物
を
表
示
す

る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て
町
長
の

許
可
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
町
の
良
好
な
景
観
を
作
り
出
す
た

め
に
、
屋
外
広
告
物
の
表
示
を
行
う

と
き
は
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
許
可
に
は
有
効
期
間
が
あ

り
ま
す
。
一
度
許
可
を
受
け
た
広
告

物
で
も
、
有
効
期
間
が
切
れ
た
屋
外

広
告
物
は
、
違
反
広
告
物
と
し
て
除

却
命
令
の
対
象
に
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
秋
口
は
日
没
時
間
が
急
激
に
早
ま

り
、
夕
暮
れ
時
は
視
認
証
が
低
下
す

る
た
め
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
運
転
者
は
前
照
灯
を
早
め
に
点
灯

し
、
歩
行
者
や
自
転
車
利
用
者
は
夕

暮
れ
時
や
夜
間
の
外
出
時
に
は
目
立

つ
服
装
や
反
射
材
の
着
用
を
心
が
け
、

交
通
事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

 

運
動
の
重
点

　
　
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自

　
　
転
車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

　
　
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

　
　
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

　
　
い
着
用
の
徹
底

　
　
飲
酒
運
転
の
根
絶

募
集
人
員
　
　
４
歳
児
…
70
人
　

　
　
５
歳
児
…
43
人

対
象
者
　
次
の
期
間
に
生
ま
れ
た
幼

　
児
　
　
４
歳
児
…
平
成
20
年
４
月

　
２
日
〜
平
成
21
年
４
月
１
日

　
　
５
歳
児
…
平
成
19
年
４
月
２
日

　
〜
平
成
20
年
４
月
１
日

保 

育 

料
　
月
額
４
　
０
０
０
円

※
教
材
費
等
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

給 

食 

費
　
月
額
３
　
５
０
０
円

願
書
受
付
　
10
月
19
日（
金
）ま
で

　
平
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

受
付
場
所
　
教
育
委
員
会
事
務
局

　（
下
青
山
１
‐
１ 

常
北
公
民
館
内
）

※
申
込
者
が
募
集
人
員
を
超
え
た
場

　
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

面
接
日
時
　
11
月
14
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

※
面
接
と
内
科
検
診
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
９
月
30
日（
日
）

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

場
　
所
　
常
北
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
町
内
に
お
住
ま
い
の
妊
婦
・

　
乳
幼
児
と
そ
の
家
族

内
　
容
　
　
助
産
師
に
よ
る
マ
ッ
サ

　
ー
ジ
　
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
　
ハ
ン

　
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
　
親
子
体
操
　
テ

　
ィ
ー
タ
イ
ム

申
込
方
法
　
９
月
21
日（
金
）ま
で
に

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
（
　
住
所
　
氏

　
名
　
電
話
番
号
　
参
加
人
数
を
記

　
載
）
ま
た
は
電
話
に
て
健
康
福
祉

　
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
参
加
費
は
無
料
で
す
。
動

　
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

　
い
。

平
成
25
年
度
　
常
北
幼
稚
園

園
児
募
集
に
つ
い
て

妊
産
婦
と
そ
の
家
族
の
た
め
の

ふ
れ
あ
い
・
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

問
合
せ
　
都
市
建
設
課

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　（
内
線
２
６
３
）

問
合
せ
　
町
民
課（
内
線
１
１
６
）

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
１
１
１

お

知

ら

せ

屋
外
広
告
物
は
許
可
が
必
要
で
す
！

〜
ま
ち
の
良
好
な
景
観
の
た
め
に
〜

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　
　
　
　
９
月
21
日
〜
30
日

問
合
せ
　
常
北
幼
稚
園

　
　
０
２
９
‐
２
８
８
‐
３
０
５
５

申
込
先
・
問
合
せ
　
健
康
福
祉
課

　
　
０
２
９
‐
２
４
０
‐
６
５
５
０

　
　
０
２
９
‐
２
４
０
‐
６
４
６
６

　
　b

o
sh

ih
o
k
e
n
@

to
w

n
.sh

ir
　
　o

sa
to

.lg
.jp

6
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≪ＢＭＩによる肥満の判定基準≫

※日本肥満学会判定による。

 18.5未満

 18.5以上25未満

 25以上

低 体 重

普通体重

肥  　満

7

　最近、わき腹のお肉が気になってやせたいと思っている人。「若い時からみれば太ったけれど、誰もそうで

しょう」と気にしない人。人によって『肥満』に対する考え方や感じ方は異なりますが、ここでは、一般的な

肥満の判定基準と肥満の解消方法についてご紹介します。

　最近、わき腹のお肉が気になってやせたいと思っている人。「若い時からみれば太ったけれど、誰もそうで

しょう」と気にしない人。人によって『肥満』に対する考え方や感じ方は異なりますが、ここでは、一般的な

肥満の判定基準と肥満の解消方法についてご紹介します。

○ＢＭＩによる方法…【ＢＭＩの求め方】 体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）

　　身長と体重からＢＭＩ（Body Mass Index）の数値を算出し、判定します。

○腹囲測定による方法…男性に多い『内臓脂肪型肥満』を見分ける方法です。

　　内臓脂肪は、体の恒常性維持などの働きをするさまざまな生理活性物質

　（アディポサイトカイン）の分泌が盛んな組織です。内臓脂肪が過剰に蓄積すると、アディポサイトカイン

　は体に悪さをするようになり、さまざまな経路から血圧上昇や糖・脂質代謝異常を引き起こします。した

　がって、このタイプの肥満は疾患を合併しやすいので減量が必要になります。

○ＢＭＩによる方法…【ＢＭＩの求め方】 体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）

　　身長と体重からＢＭＩ（Body Mass Index）の数値を算出し、判定します。

○腹囲測定による方法…男性に多い『内臓脂肪型肥満』を見分ける方法です。

　　内臓脂肪は、体の恒常性維持などの働きをするさまざまな生理活性物質

　（アディポサイトカイン）の分泌が盛んな組織です。内臓脂肪が過剰に蓄積すると、アディポサイトカイン

　は体に悪さをするようになり、さまざまな経路から血圧上昇や糖・脂質代謝異常を引き起こします。した

　がって、このタイプの肥満は疾患を合併しやすいので減量が必要になります。

問合せ　健康福祉課（常北保健福祉センター内）　　029－240－6550問合せ　健康福祉課（常北保健福祉センター内）　　029－240－6550

　　　　　　  … 脂肪組織が過剰に蓄積した状態です。体重が重くても筋肉質であれば、肥満ではありませ

　ん。逆に体重が軽くてもお腹やおしり、胸、ふとももなどの皮下や内臓の周囲などに脂肪組織が過剰に蓄

　積していると肥満とみなされます。

　　　　　　  … 脂肪組織が過剰に蓄積した状態です。体重が重くても筋肉質であれば、肥満ではありませ

　ん。逆に体重が軽くてもお腹やおしり、胸、ふとももなどの皮下や内臓の周囲などに脂肪組織が過剰に蓄

　積していると肥満とみなされます。

　　　　　　　　　　　　　…テレビや雑誌では、薬や健康飲料を飲む、栄養補助食品を利用する、運動を

　する、食事を改善するなど、さまざまなダイエット方法が紹介されていますが、皆さんはどんな方法を選

　択しますか？

　　特定保健指導では、健診でメタボリックシンドロームと判定された方に対し、食事療法と運動をすすめ

　ています。できれば食事と運動の両方を同時に始めた方が効果的なのですが、肥満傾向の方は運動が苦手

　という方も多いため、いきなり運動を始めると、ひざ、腰、足首を痛めることがあるので、まず食事療法

　から取り組み、慣れてきた頃に運動を始めることをおすすめしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  …まず、「痩せなくては！」と決断することが大事です。食生活を

　見直すことから始めてみませんか？

　　　　　　　　　　　　　…テレビや雑誌では、薬や健康飲料を飲む、栄養補助食品を利用する、運動を

　する、食事を改善するなど、さまざまなダイエット方法が紹介されていますが、皆さんはどんな方法を選

　択しますか？

　　特定保健指導では、健診でメタボリックシンドロームと判定された方に対し、食事療法と運動をすすめ

　ています。できれば食事と運動の両方を同時に始めた方が効果的なのですが、肥満傾向の方は運動が苦手

　という方も多いため、いきなり運動を始めると、ひざ、腰、足首を痛めることがあるので、まず食事療法

　から取り組み、慣れてきた頃に運動を始めることをおすすめしています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  …まず、「痩せなくては！」と決断することが大事です。食生活を

　見直すことから始めてみませんか？

　　　　　　　　　　　  … 最近では、一般家庭に体脂肪計が普及し、簡単に体脂肪率を測れるようになり

　ましたが、体脂肪計がない場合には次の方法により判定することができます。

　　　　　　　　　　　  … 最近では、一般家庭に体脂肪計が普及し、簡単に体脂肪率を測れるようになり

　ましたが、体脂肪計がない場合には次の方法により判定することができます。

参考文献：健康体力づくり事業財団編集「スマートダイエット」より

【腹囲の測り方】≪肥満の判定基準≫ 男性／85cm以上、女性／90cm以上
　１．おへその上にメジャーが重なる位置で測りましょう。（ウエストで
　　はなくおへそ回りで測ります。）
　２．両腕を自然に垂らした状態で立ち、息を自然に吐いたタイミング
　　で測りましょう。

※特定健診では、ＢＭＩや腹囲とあわせて、血中脂肪、血圧、血糖値などが基準値を超えてい
　るかどうかで、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）を判定します。
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9

　７月16日（月）に水戸葵陵高校と対戦し、12対
０で敗退しましたが、常北高校野球部として出
場する最後の夏の大会を、15人の野球部員は最
後まであきらめずに素晴らしいプレーを見せて
くれました。
　また、３年生の小林哲也団長（常北中出身）率
いる総勢22名による応援団が、おそろいの常北
Ｔシャツに身を包んだ全校生徒とともに見事な
応援を披露し、野球部を盛り立てました。

　昭和48年に県大会ベスト４に
なったことを契機に結成された
「常北高校野球部後援会」。長年
にわたり野球部を後援していた
だいています。大竹正雄会長を
はじめとする会員の皆様に心か
ら感謝申し上げます。

　７月25日～26日の２日間、オープン
スクール（学校説明会）を開催しました。
全体会では、来年度からの「水戸桜ノ
牧高校常北校」について説明を行い、
参加した中学生と引率の皆さんは真剣
に耳を傾けていました。
　その後、校内見学のあとに、それぞ
れが希望した12の体験講座に分かれ、
一足早く高校生活を体験しました。

　３年生就職希望者を対象に外部講師による進
路特別ガイダンスを実施しました。
　働くことの動機づけや就職面接での表現力の
強化など、生徒自身が自ら考え行動することで
「就職力」を高めるのがねらいで、受講した生徒
たちは面接練習を重ねるごとに真剣さが増し、
秋の就職試験までのラストスパートに磨きをか
けていました。

　２年連続出場を果たした郡
司成悠君（２年常澄中出身）が、
ボクシングフライ級で見事、
全国ベスト８に輝きました。

ボクシングフライ級

記念式典�     　　　　 9:30～12:30：コミュニティセンター城里
記念祝賀会並びに同窓会�　 14:00～16:00：常北高校体育館

お知らせ

校内見学全体会 「ボクシング入門」

「弓道体験」「ペントミノ～正方形の不思議」 「パイ作り」

40年にわたる支援に感謝

堂校長と握手する大竹会長（左）



網を使って、那珂
川に生息する水生
生物を捕獲し、観
察しました。

青山太鼓

小松重盛太鼓

ダミー人形を
使って心肺蘇
生法の実技を
行いました

古内大杉ばやし

10 

7
30

石塚駅前通りほか

“社会を明るくする運動”街頭キャンペーン7
28

　７月の「社会を明るくする運動」強調月間にあ

わせて街頭啓発キャンペーンを実施しました。

　町保護司会や更生保護女

性会が中心となり、石塚駅

前通り、道の駅かつら、物

産センター山桜の３か所で

通行人や買い物客へ啓発品

を手渡しながら、更生保護

への理解と犯罪のない明る

い町づくりへの参加を呼び

かけました。

　介護予防サポーター研修会（町社会福祉協議会

主催）の一環として普通救急救命講習が行われ、

町内で活動しているボランティア約100人と常北
中学校の生徒２名が受講しました。

　この講習会では、（社）水戸地区救急普及協会の

指導員から、人工呼吸や止血法と、近年普及が進

んだＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用方法など、

実技を含め３時間の講習を受け、緊急時の対処法

を学びました。

　講習会終了後、「福祉ボランティア体験」で参加

した常北中１年の、今瀬和奈さんと武士恵里花さ

んに「いざというとき、ＡＥＤを使った救急救命を

することができますか？」と尋ねると、２人とも

自信を持って

「はい。」と元

気に答えてく

れました。

久慈川・那珂川水系一斉クリーン作戦7
15

　７月の河川愛護月間にあわせ、河川を大切にす

る心の啓発を目的として「久慈川・那珂川水系一

斉クリーン作戦」を実施しました。

　今年は、御前山、上泉、那珂西の各地区におい

て、町民約

200人が参
加し、那珂

川河川敷の

ゴミ拾いを

行いました。

　大杉ばやし保存会主催の古内夏祭りが開催され

ました。

　小学校の統合に伴い、

現在は使われていない

旧古内小学校の校庭を

利用し、大杉ばやし保

存会による「古内大杉

ばやし」の発表のほか、

小松地区の「小松重盛

太鼓」や青山地区の「青

山太鼓」などを招いてにぎやかに夏祭りが行われま

した。

　久々に明かりの

灯った古内小学校

の校庭には、勇壮

な太鼓の演奏を聴

くため、多くの人

々が訪れ、子ども

からお年寄りまで

が一つの輪に

なって盆踊り

を楽しみまし

た。

　地域の課題を調べ、自分たちができることに取

り組む「総合的な学習」の時間を活用して、桂中学

校の１年生50人が那珂川の水質と水生生物の調査
を実施しました。

　国土交通省常陸河川国道事務所職員の指導のも

と、簡易法による水質分析や透明度調査、生息す

る水生生物の調査などを行いました。

　参加した生徒からは、「川ガニや魚を採れなかっ

たのが残念」、「思っていた以上に川の水がきれい

だった」などの感

想が聞けました。

8
18

郷土の自然と環境を守ろう！

旧古内小学校

勇壮に鳴り響く太鼓の演奏

7
20

常北保健福祉センター

大切な命を守るために



優　勝　桂中学校

準優勝　常北中学校

　第39回城北地方中学新人球技大会が行われ、町内および近隣の中学校21校から約1,000人が参加しま
した。大会では軟式野球、バレーボール、卓球、ソフトテニスの４競技が行われ、選手たちは日ごろ鍛
えた力と技を競い合いました。町内中学校の大会成績（上位入賞）は次のとおりです。

第39回城北地方中学新人球技大会
常北運動公園ほか

8
1819

大津翔太郎さん（右から２番目）と水
戸農業高校馬術部の皆さん

第３位　常北中学校

第３位　桂中学校

準優勝　常北中学校

第３位　常北中学校

●卓球（男子シングル）　　　　第３位　関谷　悠陸（常北中）、鈴木健太（常北中）
●ソフトテニス（個人男子）　　第３位　朝倉・榎本ペア（常北中）

●軟式野球 ●卓球（男子の部）　　 ●ソフトテニス（男子の部）

●ソフトテニス（女子の部）

11 

常北保健福祉センター

認知症の家族と共に生きる8
8

　地域ケアシステム研修会（町社会福祉協議会主催）が行われ、民生委

員・児童委員とボランティア約120人が参加しました。

　研修会では、「認知症の人と家族の会」茨城県支部代表の宮本武憲氏

を講師に招き、認知症の定義や原因別による症状の違いなどについて

学びました。宮本代表はアルツハイマー型認知症と診断された妻の介

護を17年間続けており、自らの実体験をもとに介護の大変さと、認知
症の患者を介護するためには家族など周りの人の支えが必要であることを講演されました。

　参加者は、「家族の絆の大切さを感じた。」と講演の感想を話していました。

　静岡県御殿場市で行われた第46回全日本高等
学校馬術競技大会（全日本高等学校馬術連盟主
催）において、大津翔太郎さん（上圷在住、水戸
農業高校３年）が団体戦に出場しました。
　大会には、全国から36校が出場。競技は、各
校の代表選手３名が指定された馬で障害物が設
置されたコースを回り、その乗馬技術を競う方
式で行われました。
　大津さんは終始安定した乗馬技術を披露し、
見事準優勝の成績を収めました。

馬術全国大会で準優勝
静岡県御殿場市 馬術・スポーツセンター

7
23 25
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ひ
と
よ

あ
し
た
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町
で
は
、
広
報
紙
（
合
併
前
の

分
を
含
む
）
の
電
子
化
作
業
を
進

め
て
お
り
、
で
き
る
だ
け
鮮
明
な

画
像
で
残
せ
る
よ
う
、
保
存
状
態

の
良
い
広
報
紙（
原
本
）を
探
し
て

い
ま
す
。
　

　
合
併
前
の
町
村
で
発
行
さ
れ
た

広
報
紙
の
う
ち
次
の
も
の
が
不
足

し
て
い
る
た
め
、
個
人
的
に
広
報

紙
を
保
管
さ
れ
て
い
る
方
で
、
町

に
寄
贈
ま
た
は
貸
与
い
た
だ
け
る

方
は
総
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◇
◇
広
報
紙
◇
◇

常
北
町
（
広
報
じ
ょ
う
ほ
く
）

　
創
刊
号（
昭
和
31
年
５
月
発
行
）

〜
３
１
６
号
（
昭
和
63
年
12
月
発

行
）、
３
５
１
号（
平
成
３
年
８
月

発
行
）、
４
９
７
号（
平
成
15
年
11

月
発
行
）

桂
　
村
（
広
報
か
つ
ら
）
　

　
１
１
号（
昭
和
37
年
２
月
発
行
）、

１
６
号（
昭
和
37
年
８
月
発
行
）、

２
０
号（
昭
和
38
年
２
月
発
行
）、

２
１
号（
昭
和
38
年
３
月
発
行
）、

２
３
号
〜
９
９
号
（
昭
和
38
年
７

月
〜
昭
和
52
年
３
月
の
期
間
に
発

行
）、
１
６
６
号
（
昭
和
59
年
１

月
発
行
）、
１
７
３
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昭
和
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年
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）、
１
８
０
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昭
和
60
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３
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行
）

七
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年
６
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行
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１
０
１
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平
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１
０
３
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平
成
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年
発
行
）、

１
０
５
号（
平
成
13
年
発
行
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日 月 火 水 木 金 土

　
図
書
館
か
ら
借
り
た
本
に
破
れ
や

落
書
き
を
見
つ
け
た
と
き
、
Ｃ
Ｄ
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
聞
け
な
い
・
見
ら
れ
な
い

と
い
う
と
き
に
は
、
返
却
の
際
に
カ

ウ
ン
タ
ー
の
係
員
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

　
南
宋
、
金
国
。
そ
し
て
自
由
貿
易
の

国
家
と
し
て
成
立
し
た
梁
山
泊
。
混
沌

と
し
た
果
て
し
な
き
大
地
に
、
英
雄
・

岳
飛
の
戦
い
が
始
ま
る
。

　
仲
間
と
と
も
に
経
験
し
た
、
わ
く
わ

く
す
る
よ
う
な
謎
。
逃
げ
出
し
た
く
な

る
恐
怖
と
、
忘
れ
が
た
い
奇
跡
。
誰
に

も
言
っ
て
い
な
い
将
来
の
夢
と
、
決
死

の
大
冒
険
。
さ
ら
な
る
進
境
を
示
す
少

年
小
説
。

　
一
緒
に
旅
を
し
て
、
特
別
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
。
そ
れ
こ
そ
が
、
最
高
の

親
孝
行
。
タ
ヒ
チ
、イ
ギ
リ
ス
、韓
国
、

タ
イ
、
屋
久
島
な
ど
、
家
族
や
お
年
寄

り
で
も
安
心
し
て
楽
し
め
る
旅
行
先
を

紹
介
す
る
。
旅
の
予
算
や
手
配
方
法
も

解
説
。

　
お
弁
当
箱
の
お
城
に
住
ん
で
い
る
、

ゆ
で
た
ま
ご
ひ
め
。
外
へ
遊
び
に
い
く

と
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
兄
弟
に
さ
ら
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
城
で
一
番
の
力

持
ち
、
お
に
ぎ
り
た
ろ
う
が
、
ひ
め
を

助
け
に
い
く
こ
と
に
な
り
…
。

▼お待ちになって、元帥閣

下／笹本恒子／毎日新聞社

▼エス／鈴木光司／角川書

店▼朝だから効く！ダイエ

ットジュース／岡田明子／

池田書店▼空白／井上雄彦

／スイッチ・パブリッシン

グ▼怪談図書館　13～15／

怪談図書館編集委員会／国

土社▼はじめてでも簡単！

おうちでできる水耕栽培／

河村毬子／河出書房新社

火～金　10:00～18:00
土・日　10:00～17:00
■休館日
　おはなし会　11:00から

新着図書から 傷
つ
い
た
資
料
を
　
　

　
　
　 

見
つ
け
た
時
は

相談内容 日　時 場　所 相 談 員内　容　等 問　合　せ

消費生活相談
内容／悪質商法や多重債務
　などの消費者トラブル
※事前に電話で申し込み

教育相談 常北公民館

毎週
月・水・金曜日
9:00～16:00

毎週
月・水・金曜日
9:00～16:00

消費生活相
談員

産業振興課

七会公民館

毎週月曜日
13:00～17:00

婦人相談

町の教育相
談員

内容／教育に関すること全般
　 029-288-2409
　 soudan@town.shirosato.lg.jp

教育委員会事務局
　 029‐288‐3135

産業振興課
　 029‐288‐3111

（内線385）

心配ごと相談
コミュニティセ
ンター城里３階

町の相談員、
弁護士

内容／家庭内の心配ごと、
　交通事故、結婚、離婚、
　遺産相続、土地問題など

社会福祉協議会
　 029‐288‐7013

12日(水)
26日(水)

10:00～12:00

常北保健福祉
センター

婦人相談員
内容／配偶者からの暴力に
　関することなど
※事前に電話で申し込み

健康福祉課
　 029‐240‐6550

行政相談委
員

内容／行政サービスに関す
　る苦情、行政の仕組みや
　手続きに関する相談など

19日(水)
13:30～15:30行政相談

総務課
　 029‐288‐3111

（内線222）

常北保健福祉
センター

25日(火)
13:30～16:30

こころの
相談会

精神保健福
祉士、保健師

内容／こころの病気に関す
　ることなど
※事前に電話で申し込み

健康福祉課
　 029‐240‐6550
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に
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り
た
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町 人口の
８月１日現在

の今月 納税等

人口

男

女

世帯

20,972人

10,158人

10,814人

7,197世帯

人　数

－37

－14

－23

＋１

前月比

14 

下赤沢民俗芸能保存会の皆さん。
八木節源太踊りは大人から子ども
たちへと代々受け継がれています。

９月３日発行

演目の中でも、「弓張傘」は非常に
ダイナミックで華やかな踊りです。

納税には、簡単で便利な口座
振替をご利用ください

９月生まれの
１才は

人９

　
７
月
29
日（
日
）、
下
赤
沢
に
あ
る
鹿
島
神
社

の
祇
園
祭
で
、
八
木
節
源
太
踊
り
が
奉
納
さ
れ

ま
し
た
。

　
八
木
節
源
太
踊
り
は
、
明
治
時
代
に
こ
の
地

区
に
や
っ
て
き
た
芝
居
一
座
の
宿
に
地
元
の
若

者
た
ち
が
遊
び
に
行
き
、
役
者
の
練
習
を
見
な

が
ら
踊
り
を
覚
え
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
踊
り
手
が
花
笠
や
番

傘
を
持
ち
、太
鼓
や
笛
、

鉦
な
ど
の
お
囃
子
と
八

木
節
の
早
い
拍
子
に
合

わ
せ
て
激
し
く
踊
る
の

が
特
徴
で
す
。

いつまでもお兄ちゃんと
仲良く、元気いっぱい育
ってね。

父
・
和
宏
さ
ん
　
母
・
真
由
美
さ
ん

９月13日生まれ

イッサ１さい。
特技：みんなを笑顔にす
る魔法をかけること

父
・
安
弘
さ
ん
　
母
・
友
子
さ
ん

９月10日生まれ

いつも甘えん坊の王子
幸せにしてくれる笑顔を
ありがとう

父
・
則
彦
さ
ん
　
母
・
仁
美
さ
ん

９月１日生まれ 添
田
　
恭
矢

き
ょ
う
や

く
ん
（
上
泉
）

家族みんな蓮生が大好き
　元気いっぱい、大きく
なぁ～れ！！！

父
・
直
樹
さ
ん
　
母
・
幸
恵
さ
ん

９月３日生まれ 根
本
　
蓮
生

れ

ん

く
ん
（
小
勝
）

大
畑
　
壱
颯

い

っ

さ

く
ん
（
増
井
）

ち
ゃ
ん
（
石
塚
）

菊
池
　
結
芽

ゆ

め

笑顔もベソ顔も全部大好
き。これからも仲良し兄
妹でいてね

父
・
宏
之
さ
ん
　
母
・
菜
穂
美
さ
ん

９月30日生まれ

甘えん坊な美奈ちゃん。
これからもステキな笑顔
で元気に育ってね

父
・
貴
史
さ
ん
　
母
・
美
紀
さ
ん

９月21日生まれ

食欲旺盛なたいちゃん。
お兄ちゃんと仲良く元気
に育ってね

父
・
隆
志
さ
ん
　
母
・
友
美
さ
ん

９月28日生まれ 森
島
　
大
志

た

い

し

く
ん
（
那
珂
西
）

　
野
　
結
衣
ち
ゃ
ん
（
石
塚
）

ゆ

い

石
川
　
美
奈
ち
ゃ
ん
（
那
珂
西
）

み

な

（
下
赤
沢
民
俗
芸
能
保
存
会
）

国民健康保険税 （ ５  期 ）

住宅使用料 （９月分）

下水道受益者負担金（ ２  期 ）

農集排使用料 （９月分）

下水道使用料 （９月分）

水道使用料 （９月分）

後期高齢者医療保険料（ ３  期 ）


